
学校現場ではこれまでも様々な取組が行われてきました。

しかし、目標を達成するための
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が的確に行われ、めぎす学校像に近づけたでしょうか。

「学校評価システム」とは、より充実した学校づくりをめぎして取り組む圃・…琵義塾

畳・園部顛固
いいます。

・開墾をサイクルとした一連の活動及び機能を





－　このような観点から、今の学校の現状を振
克炉

り返ってみてはどうでしょうか。そこから、

これからの出発点が見えてくるはずです。

学校評価システムを導入することは、決し

て新たな課題を提起することではなく、今の

取組に工夫や改善を加えることで学校の機能

が活性化し、より充実した教育活動が創出で

き、しかもそこから生まれる充実感や達成感

が、生き生きと輝きのある学校づくりにつな

がるのです。

平成14年度に鳥取県教育センターが教員を対象に調べた結果があります。めぎす学校づくりに向け

て「変えたいと思うことがありますか？」という問いに

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100％

と、多くの者が「変えたいと思うことがある」と答えています。しかし、変えたいと思うことがある

者の中で、96％の人が変わっていないと感じています。

rなぜ変わらないのか」という問いに対して、（複数回答）

・検討する時間がない　　　　　　　　　37％

・自分自身の働きが足りない　　　　　　34％

・たぶん変わらないという雰囲気がある　32％

・組織はあるが総能していない　　　　20％

・同僚問に遠慮がある　　　　　　　　19％

という答えでした。

○　新設校の運営にあたり、校長として考えたことは「保護者や地域と一体となった学校

づくり」でした。「私えちの学校だ！」という思いでナ腐に創っていきたい。そのため

には、魅力ある学校でなければならないと、懸命に教育活動の創造に取り組んできまし

た。とにかく、学校のことを保護者や地域に伝える′ことだと考え、学級通信などで積極

的に情報公開を進めてきま－した。

以前から比べると比較にならないほど多くの学級便りを全クラスがそれぞれの通信

として保護者に送ってきました。そして、職員と共にやってきたことを保護者に問うこ
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○　総合的な学習の時間を展開することを軸として、独自のカリキュラムづく＿りを進めて
T

きました。子どもの学びを支える環境を創ることをめぎす中で、地域の（人と情報の）

ネットワークづくりは欠かすことのできない要素です。

まず、授業公開などで学校の実態を示し、学校雇営連絡協議会を云タートさせ、子ど

もの実態や学校の教育方針の浸透度について話し合いました。私の校長としてのマキヂ・

メントについても、独自の自己評価の取組「学校経営診断」などにより、常に開い直

すことを繰り返しています。　　　　　　　くH15年3月　倉吉市立久米中学校簑・〉
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